
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
10款 教育費

１項 教育総務費 高等学校課（内線：７９２９）

５目 教育振興費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

起債 その他 一般財源国庫支出金

実践的起業家教育

(アントレプレナ 2,183 1,595 588 2,183

ー)推進事業

トータルコスト 10,468千円 （前年度 9,323千円）

従事する職員数 正職員：1.0人

主な業務内容 先進地視察、実践プログラム研究協議

事業内容の説明

１ 事業の概要

地域産業（農業、商業）と連携し、高校教育において、株式会社設立など可能な限り企

業体に近い運営方法による教育プログラムが展開できるよう、調査研究を行なう。

単に経営者・創業者を生み出すためだけの教育ではなく、実社会と関わる中で、新しい

物の見方や考え方ができる創造力や判断力、人を説得し周りを巻き込んでいくコミュニケ

ーション力、新しいアイディアを実行するために必要なチャレンジ精神や決断力などを育

成する。
【実施校】農業 鳥取湖陵、智頭農林、倉吉農業、日野

商業 鳥取商業、米子南、境港総合技術

２ 事業内容

年 次 取 組 内 容

20年度 本県への導入に向けて先進地を視察するとともに、産業界からの協力体制を構

築して具体的な実践プログラムを研究協議する。

・商業分野、農業分野で実践プログラム研修協議のための委員会を開催

・県外先進校（青森県、宮城県、京都府、静岡県等）の視察

21年度 企業、関係団体等と連携し、新たなアントレプレナープログラムを実践

（ ）単位：千円

区 分 予算額 内 容

委員会開催 269 商工団体、農業団体等から協力者を選定して、実

践プログラムを研究協議

起業家による講演会 80 起業家、経営者の話を聞き、業経営への理解を深

める（各校で実施）
ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｹﾞｰﾑ 1,234 経済をやさしくひもときながら、世界経済の仕組みを

学習する体験型ﾋﾞｼﾞﾈｽｼｭﾐﾚｰｼｮﾝｹﾞｰﾑを各校で実施

先進地視察 600 地域の関係企業、団体等と学校との連携について先進

地の取組事例を視察し、県内での取組に反映

22年度 実施内容の評価、検討

成果を報告書にまとめ他校へ波及

工業学科、水産学科でのアントレプレナー教育は国事業「地域産業の担い手育成ﾌﾟﾛｼﾞ【参考】

ｪｸﾄ事業」で産業界と連携し実践
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